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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第40期

第３四半期連結
累計期間

第41期
第３四半期連結
累計期間

第40期
第３四半期連結
会計期間

第41期
第３四半期連結
会計期間

第40期

会計期間

自平成21年
２月１日
至平成21年
10月31日

自平成22年
２月１日
至平成22年
10月31日

自平成21年
８月１日
至平成21年
10月31日

自平成22年
８月１日
至平成22年
10月31日

自平成21年
２月１日
至平成22年
１月31日

売上高（千円） 3,443,695　 3,988,512　 1,159,249　 1,194,236　 4,457,650

経常利益（千円） 370,866　 494,676　 149,945　 117,376　 315,014

四半期（当期）純利益（千円） 303,183　 297,852　 73,148　 64,783　 307,411

純資産額（千円） － － 1,704,173　 1,954,487　 1,702,952

総資産額（千円） － － 3,810,006　 3,955,297　 3,611,291

１株当たり純資産額（円） － － 339.18 384.51 339.61

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
60.64 59.57 14.63 12.96 61.48

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 44.5 48.6 47.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
433,587 212,401 － － 353,108

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△19,420　 △27,634　 － － △21,440

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△226,072　 △175,945　 － － △305,288

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 427,716 270,973 265,052

従業員数（人） － － 271 289 272

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

      ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第40期第３四半期連結累計期間、第40期

第３四半期連結会計期間及び第40期は希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、第41期第３四半

期連結累計期間、第41期第３四半期連結会計期間は潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

事業の系統図は次のとおりであります。
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３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年10月31日現在

従業員数（人） 289 [76]

（注）従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数は［　］内に外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成22年10月31日現在

従業員数（人） 220 [35]

（注）従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数は［　］内に外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年８月１日
至　平成22年10月31日）

前年同四半期比（％）

水関連機器事業（千円） 138,847 74.0

メンテナンス事業（千円） 120,057 95.1

合計（千円） 258,904 82.5

（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）製・商品仕入実績

　当第３四半期連結会計期間の製・商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年８月１日
至　平成22年10月31日）

前年同四半期比（％）

水関連機器事業（千円） 1,989 41.1

メンテナンス事業（千円） 21,946 74.6

ＨＯＤ（水宅配）事業（千円） 72,965 334.0

その他事業（千円） 5,061 25.0

合計（千円） 101,963 133.5

（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　当社グループは、見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

(4）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年８月１日
至　平成22年10月31日）

前年同四半期比（％）

水関連機器事業（千円） 574,643 91.8

メンテナンス事業（千円） 393,566 103.1

ＨＯＤ（水宅配）事業（千円） 222,359 150.8

その他事業（千円） 3,666 88.3

合計（千円） 1,194,236 103.0

（注）１．当四半期連結会計期間については、販売実績が総販売実績の10％を超える該当先はありません。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

 

(1)　業績の状況

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国の経済状況は、アジアを中心とした新興国の穏やかな経済成長を背景

に、輸出を中心にして一部持ち直しを見せたものの、依然として不安定な雇用水準や急激な円高進行等により、景

気の先行きは不透明な状況が続いております。

　このような情勢の下、当第３四半期連結会計期間の売上高は、1,194,236千円（前年同期比3.0％増）となりまし

た。事業別の状況は次の通りであります。

　水関連機器事業におきましては、574,643千円（同8.2％減）と減少しましたが、概ね予定通り推移しました。

　メンテナンス事業におきましても、概ね予定通りに推移し、393,566千円（同3.1％増）となりました。　

　ＨＯＤ（水宅配）事業におきましては、上期に引き続き加盟店の増加によるボトルドウォーターの販売が順調に

推移したこと等により、222,359千円（同50.8％増）となりました。　

営業利益に関しましては、水関連機器事業の売上減少等により、126,895千円（同16.3％減）と減少しましたが、

概ね予定通り推移しました。その結果、経常利益は117,376千円（同21.7％減）となり、四半期純利益は64,783千円

（同11.4％減）となりました。なお、所在地別セグメント区分に基づく業績の表示は本邦の売上高が、全セグメン

トの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、記載を省略しております。

 

(2)　キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、270,973千円となり、第

２四半期連結会計期間末と比較して159,147千円の減少となりました。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動による資金の減少は、2,144千円（前年同四半期は182,051千円の増加）となりました。主なマイナス要

因は、仕入債務の減少額101,601千円、棚卸資産の増加額45,538千円等であり、主なプラス要因は、税金等調整前当

期純利益117,376千円、売上債権の減少額47,459千円等であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動による資金の減少は、40,153千円（前年同四半期は10,097千円の減少）となりました。主な要因は、関係

会社貸付による支出30,000千円、関係会社の取得による支出6,040千円、定期預金の増加による3,057千円の支出等

によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動による資金の減少は、117,193千円（前年同四半期は126,027千円の減少）となりました。主な要因は、短

期借入金及びコマーシャルペーパーの減少額100,000千円、長期借入金の返済による支出21,333千円等によるもの

であります。

 

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(4)　研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は12,954千円であります。なお、当第３四半期連結会計期間にお

いて、当グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、改修及び除却等はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

　①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,600,000

計 17,600,000

　②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年10月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年12月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,000,000 5,000,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式であり、単元株

式数は100株であ

ります。 

計 5,000,000 5,000,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。  

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成22年８月１日～

平成22年10月31日 
－ 5,000 － 601,000 － 690,401

 

（６）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。　
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成22年７月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

①発行済株式

　 平成22年10月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,999,500 49,995 －

単元未満株式 400 － －

発行済株式総数 5,000,000 － －

総株主の議決権 － 49,995 －

  （注） 単元未満株式には当社所有の自己株式4株が含まれております。

　

②自己株式等

　 平成22年10月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ＯＳＧコー

ポレーション

大阪市北区天満一丁

目26番３号
100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00

  

２【株価の推移】

当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

月別
平成22年　
２月　

３月　 ４月　 ５月　 ６月　 ７月　 ８月 ９月 10月

最高（円） 370 362 339 328 318 300 291 360 339

最低（円） 301 314 314 280 293 269 260 274 310

（注）　最高・最低株価は、平成22年４月１日より大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）におけるものであり、それ以前

はジャスダック証券取引所におけるものであります。 

　　　　なお、大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）は、平成22年10月12日付けで同取引所ヘラクレス及びＮＥＯとともに、

新たに開設された同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、同日以降の最高・最低株価は、同取引所ＪＡＳＤ

ＡＱ（スタンダード）であります。

　

３【役員の状況】

　　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年８月１日から平成21年10月31日まで）及び前第３四半期連結累計期

間（平成21年２月１日から平成21年10月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期

連結会計期間（平成22年８月１日から平成22年10月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年２月１

日から平成22年10月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年８月１日から

平成21年10月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年２月１日から平成21年10月31日まで）に係る

四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年８月１日から平成22年10月31日まで）及び当第

３四半期連結累計期間（平成22年２月１日から平成22年10月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限

責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年10月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 496,489 475,398

受取手形及び売掛金 1,208,752 941,630

商品及び製品 197,149 159,581

原材料及び貯蔵品 250,066 239,394

その他 138,973 121,723

貸倒引当金 △4,253 △970

流動資産合計 2,287,178 1,936,757

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,124,237 1,123,138

減価償却累計額 △775,832 △753,890

建物及び構築物（純額） 348,405 369,247

機械装置及び運搬具 223,780 223,988

減価償却累計額 △165,921 △156,155

機械装置及び運搬具（純額） 57,858 67,832

土地 723,955 723,955

建設仮勘定 1,635 11,585

その他 426,235 380,334

減価償却累計額 △359,988 △331,484

その他（純額） 66,246 48,849

有形固定資産合計 1,198,100 1,221,471

無形固定資産

のれん 4,170 6,733

その他 27,381 27,836

無形固定資産合計 31,551 34,570

投資その他の資産

投資有価証券 62,069 67,898

長期預金 100,000 100,000

長期貸付金 69,041 39,041

その他 298,184 294,781

貸倒引当金 △85,828 △78,229

投資損失引当金 △5,000 △5,000

投資その他の資産合計 438,467 418,491

固定資産合計 1,668,119 1,674,533

資産合計 3,955,297 3,611,291
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年10月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年１月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 365,925 301,564

短期借入金 514,000 570,000

1年内返済予定の長期借入金 92,443 92,443

未払法人税等 200,480 79,658

賞与引当金 92,716 31,837

役員賞与引当金 5,137 －

返品調整引当金 16,725 34,146

その他 244,991 273,921

流動負債合計 1,532,419 1,383,571

固定負債

社債 200,000 200,000

長期借入金 68,126 132,125

退職給付引当金 68,372 70,223

役員退職慰労引当金 108,462 105,550

その他 23,429 16,869

固定負債合計 468,390 524,767

負債合計 2,000,810 1,908,338

純資産の部

株主資本

資本金 601,000 601,000

資本剰余金 690,401 690,401

利益剰余金 671,346 423,493

自己株式 △34 △18

株主資本合計 1,962,713 1,714,876

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △3,502 161

為替換算調整勘定 △36,709 △17,001

評価・換算差額等合計 △40,212 △16,839

少数株主持分 31,986 4,914

純資産合計 1,954,487 1,702,952

負債純資産合計 3,955,297 3,611,291
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年２月１日
　至　平成21年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年２月１日
　至　平成22年10月31日)

売上高 3,443,695 3,988,512

売上原価 1,195,400 1,448,511

売上総利益 2,248,294 2,540,001

販売費及び一般管理費 ※1
 1,856,672

※1
 2,022,844

営業利益 391,621 517,157

営業外収益

受取利息 6,091 1,258

金利スワップ評価益 791 －

還付消費税等 5,241 －

保険解約返戻金 － 1,075

その他 5,482 1,567

営業外収益合計 17,607 3,900

営業外費用

支払利息 17,774 11,710

持分法による投資損失 9,279 7,071

社債発行費償却 4,817 －

その他 6,491 7,600

営業外費用合計 38,362 26,381

経常利益 370,866 494,676

特別利益

子会社株式売却益 22,453 36,504

貸倒引当金戻入額 15,723 －

役員賞与引当金戻入額 5,000 －

特別利益合計 43,176 36,504

特別損失

固定資産除却損 445 27

訴訟和解金 － ※2
 30,000

特別損失合計 445 30,027

税金等調整前四半期純利益 413,598 501,152

法人税、住民税及び事業税 113,437 226,036

法人税等調整額 － △36,075

法人税等合計 113,437 189,960

少数株主利益又は少数株主損失（△） △3,022 13,339

四半期純利益 303,183 297,852
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年８月１日
　至　平成21年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年８月１日
　至　平成22年10月31日)

売上高 1,159,249 1,194,236

売上原価 377,435 397,337

売上総利益 781,814 796,898

販売費及び一般管理費 ※1
 630,278

※1
 670,003

営業利益 151,536 126,895

営業外収益

受取利息 1,655 318

還付消費税等 5,241 －

保険解約返戻金 － 1,075

その他 827 387

営業外収益合計 7,724 1,781

営業外費用

支払利息 4,778 3,698

持分法による投資損失 3,502 1,602

為替差損 － 3,895

その他 1,035 2,102

営業外費用合計 9,316 11,299

経常利益 149,945 117,376

特別利益

貸倒引当金戻入額 223 －

特別利益合計 223 －

特別損失

固定資産除却損 152 －

特別損失合計 152 －

税金等調整前四半期純利益 150,016 117,376

法人税、住民税及び事業税 78,675 73,581

法人税等調整額 － △21,228

法人税等合計 78,675 52,353

少数株主利益又は少数株主損失（△） △1,808 240

四半期純利益 73,148 64,783
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年２月１日
　至　平成21年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年２月１日
　至　平成22年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 413,598 501,152

減価償却費 62,870 67,513

のれん償却額 2,803 2,351

貸倒引当金の増減額（△は減少） △17,704 10,881

返品調整引当金の増減額（△は減少） △2,571 △17,421

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,222 △1,851

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 362 2,912

訴訟和解金 － 30,000

受取利息及び受取配当金 △6,197 △1,353

支払利息 17,774 11,710

為替差損益（△は益） △68 1,486

子会社株式売却損益（△は益） △22,453 △36,504

持分法による投資損益（△は益） 9,279 7,071

固定資産除却損 445 27

売上債権の増減額（△は増加） △195,997 △270,890

たな卸資産の増減額（△は増加） 11,461 △54,957

仕入債務の増減額（△は減少） 80,864 65,554

その他 121,554 41,343

小計 474,797 359,025

利息及び配当金の受取額 2,148 1,223

利息の支払額 △18,738 △13,714

訴訟和解金の支払額 － △30,000

法人税等の支払額 △24,620 △104,133

営業活動によるキャッシュ・フロー 433,587 212,401

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △332 △15,169

関係会社株式の取得による支出 △8,000 △6,040

有形固定資産の取得による支出 △22,212 △19,625

子会社株式の売却による収入 24,000 43,200

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△9,875 －

関係会社貸付けによる支出 △3,000 △30,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △19,420 △27,634

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金及びコマーシャル・ペーパーの増減
額（△は減少）

△121,301 △56,000

長期借入金の返済による支出 △63,999 △63,999

自己株式の取得による支出 － △15

社債の発行による収入 200,000 －

社債の償還による支出 △200,000 －

配当金の支払額 △24,616 △49,601

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △16,154 △14,139

少数株主からの払込みによる収入 － 7,810

財務活動によるキャッシュ・フロー △226,072 △175,945

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,306 △2,899

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 189,400 5,921

現金及び現金同等物の期首残高 238,315 265,052

現金及び現金同等物の四半期末残高 427,716 270,973
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年10月31日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 (1）連結の範囲の変更

　連結子会社は、第１四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間に

おいて、新規設立によりそれぞれ１社増加いたしました。

(2）変更後の連結子会社の数

　７社

２．持分法の適用に関する事項の変更 (1）持分法適用関連会社の変更

　持分法適用関連会社は、当第３四半期連結会計期間において、新規設立に

より１社増加いたしました。

(2) 変更後の持分法適用関連会社の数

　３社

 

【表示方法の変更】

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年８月１日
至　平成22年10月31日）

（四半期連結貸借対照表関係）

　「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令

第50号）の適用に伴い、前第３四半期連結会計期間において、「商品」「製品」として掲記されていたものは、当第３

四半期連結会計期間は「商品及び製品」と一括して掲記しております。なお、当第３四半期連結会計期間に含まれる

「商品」「製品」は、それぞれ95,183千円、101,965千円であります。

　また、前第３四半期連結会計期間において、「原材料」と流動資産の「その他」に含まれていた「貯蔵品」（7,769

千円）は、当第３四半期連結会計期間は「原材料及び貯蔵品」と一括して掲記しております。なお、当第３四半期連結

会計期間に含まれる「原材料」「貯蔵品」は、それぞれ241,789千円、8,277千円であります。

（四半期連結損益計算書関係）

　「営業外費用」の「為替差損」は、重要性が増したため、当第３四半期連結会計期間より区分掲記しております。な

お、前第３四半期連結会計期間の「営業外収益」の「その他」に含めていた「為替差益」は201千円であります。

　

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間（自　平成22年２月１日　至　平成22年10月31日）

　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間（自　平成22年２月１日　至　平成22年10月31日）

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年10月31日）

前連結会計年度末
（平成22年１月31日）

―――――――

　

　１　保証債務

　　　次のとおり保証債務を行っております。

　　　リース債務

㈱ジャパンボトラーズ 36,720千円

 

―――――――

　

　２　 偶発債務　

　当社は、平成18年８月10日付けで特許権侵害の差止め

に関する訴訟の提訴を受けました。

 当該訴訟を提起した者

 　商号　　　　ジョプラックス株式会社

　 所在地　　　大阪府交野市星田北１丁目27番地10号

 　代表者　　　代表取締役　　今堀　均

 　損害賠償請求金額　　　　 324,000千円 

 

　 　当該訴訟の内容

　当社はジョプラックス株式会社と平成12年４月に「家

庭用浄水器ツインｅ」の開発委託契約を締結し、共同開

発を開始しました。 当該技術開発にかかる特許は、当社

とジョプラックス株式会社との共同開発の成果であっ

て、当初の開発委託契約の内容として、特許は共同出願し

共有することが明記されておりますが、ジョプラックス

株式会社は単独にて特許出願しました。

　当社は、この特許は当初の契約条項のとおり共同出願さ

れるべきものであることを明らかにして、平成18年７月

に大阪簡易裁判所に調停申立を行いましたが、調停は不

成立に終わりました。ジョプラックス株式会社は特許権

を単独で取得した形で平成18年８月10日付けで、大阪地

方裁判所に当社製品である「家庭用浄水器ツインｅ」の

「特許権侵害差止請求」の提訴をしたものです。これに

対し、当社は契約内容に従って特許は共有であるものと

確信しており、また、損害賠償額においても妥当性が無

く、裁判では当社の正当性を主張して争ってまいりまし

た。

　 　審理の結果、平成20年８月28日大阪地方裁判所より判決

が言い渡されました。判決の内容は、原告（ジョプラック

ス株式会社）の請求をいずれも棄却するというもので、

当社が勝訴いたしました。しかし、ジョプラックス株式会

社はこの判決を不服とし、平成20年９月10日付で知的財

産高等裁判所へ控訴の手続が取られました。

　 　別途、当社が特許は共有されるものであることを明確に

する為、特許庁へ提起しておりました特許の「無効審判

請求」につきましては、平成19年９月に審決され、当社の

請求が認められませんでしたので、あらためて平成19年

10月に「審決取消請求」を知的財産高等裁判所に提起い

たしました。審理の結果、平成20年10月28日に知的財産高

等裁判所より判決が言い渡され当社が勝訴いたしまし

た。　
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当第３四半期連結会計期間末
（平成22年10月31日）

前連結会計年度末
（平成22年１月31日）

　　 　ジョプラックス株式会社はこれを不服とし、平成20年11

月11日に最高裁判所に上告及び上告受理申立てを行いま

したが、平成21年２月26日に棄却され、平成21年10月６日

付にて、特許庁より当社勝訴の「審決」がなされました。

　ジョプラックス株式会社は、この「審決」に対し、再度

これを不服として平成21年10月26日付で「審決取消請

求」を知的財産高等裁判所に提訴されました。

　上記２件につき、知的財産高等裁判所は同時に審理さ

れ、同裁判所より和解解決する旨の方針が出されており

ます。和解が不成立の場合は、平成22年５月27日に判決言

い渡しの予定となっております。

　

 今後の見通し

当社としましては一審の判決が維持されるものと考え

ておりますが、知的財産高等裁判所は和解解決の方針を出

しており、和解解決になることがあります。

　

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年10月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年10月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給料手当 663,022千円

賞与引当金繰入額 56,281千円

役員賞与引当金繰入額 3,750千円

退職給付費用 4,664千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,962千円

貸倒引当金繰入額 2,288千円

 

―――――――

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給料手当 689,872千円

賞与引当金繰入額 73,781千円

役員賞与引当金繰入額 5,137千円

退職給付費用 4,533千円

役員退職慰労引当金繰入額 3,262千円

貸倒引当金繰入額 13,873千円

　

※２　平成22年５月６日付ジョプラックス株式会社との和

解に係る訴訟和解金であります。

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年８月１日
至　平成21年10月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年８月１日
至　平成22年10月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給料手当 219,340千円

賞与引当金繰入額 33,030千円

役員賞与引当金繰入額 1,250千円

退職給付費用 1,478千円

役員退職慰労引当金繰入額 987千円

 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給料手当 228,488千円

賞与引当金繰入額 44,385千円

役員賞与引当金繰入額 1,712千円

退職給付費用 1,485千円

役員退職慰労引当金繰入額 987千円

貸倒引当金繰入額 3,629千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年10月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年10月31日）

　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年10月31日現在）

現金及び預金勘定 636,143千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △208,426千円

現金及び現金同等物 427,716千円

　

　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年10月31日現在）

現金及び預金勘定 496,489千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △225,516千円

現金及び現金同等物　 270,973千円

　

 　

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年10月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年２月１日　至　

平成22年10月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　　普通株式　　5,000,000株
 

２．自己株式の種類及び株式数

　　普通株式　　　　　104株 
 
３．新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。
 
４．配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

 
（決議） 
 

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年４月28日

定時株主総会
普通株式 49,999 10平成22年１月31日平成22年４月30日利益剰余金

 

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年８月１日　至平成21年10月31日）

 
水関連機
器事業
（千円）

メンテナ
ンス事業
（千円）

 Ｈ Ｏ Ｄ
（水宅配）
 事　　業

 （千円）

その他事業
（千円）

計（千円）
消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売

上高
625,746381,909147,4434,1501,159,249－ 1,159,249

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 625,746381,909147,4434,1501,159,249－ 1,159,249

営業利益 123,21965,1473,468 2,176194,011(42,474) 151,536

 

当第３四半期連結会計期間（自平成22年８月１日　至平成22年10月31日）

 
水関連機
器事業
（千円）

メンテナ
ンス事業
（千円）

 Ｈ Ｏ Ｄ
（水宅配）
 事　　業

 （千円）

その他事業
（千円）

計（千円）
消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売

上高
574,643393,566222,3593,6661,194,236－ 1,194,236

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 574,643393,566222,3593,6661,194,236－ 1,194,236

営業利益又は営業損失(△) 76,31769,14927,872△9,262164,076(37,180) 126,895

 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年２月１日　至平成21年10月31日）

 
水関連機
器事業
（千円）

メンテナ
ンス事業
（千円）

 Ｈ Ｏ Ｄ
（水宅配）
 事　　業

 （千円）

その他事業
（千円）

計（千円）
消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売

上高
1,868,2651,131,634422,23021,5643,443,695－ 3,443,695

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 1,868,2651,131,634422,23021,5643,443,695－ 3,443,695

営業利益又は営業損失(△) 337,061194,487△3,019△2,391526,138(134,516) 391,621
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当第３四半期連結累計期間（自平成22年２月１日　至平成22年10月31日）

 
水関連機
器事業
（千円）

メンテナ
ンス事業
（千円）

 Ｈ Ｏ Ｄ
（水宅配）
 事　　業

 （千円）

その他事業
（千円）

計（千円）
消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売

上高
1,903,3901,151,320900,89932,9023,988,512－ 3,988,512

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 1,903,3901,151,320900,89932,9023,988,512－ 3,988,512

営業利益又は営業損失(△) 343,544194,170120,276△18,116639,874(122,717) 517,157

（注）１．事業区分の方法

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な製品は以下のとおりであります。

事業区分 主要製・商品

水関連機器事業 浄水器、アルカリイオン整水器、ハイクロソフト酸化水生成器

メンテナンス事業
中空糸膜カートリッジ、活性炭カートリッジ、ハイクロソフト酸化

水生成器用電解添加液、補修部品等

ＨＯＤ（水宅配）事業 冷温水サーバー式ミネラルウォーター宅配事業等

その他事業 家庭用電気治療器、健康食品、健康器具等

３．営業費用のうち消去又は全社項目に含めた配賦不能営業費用の金額は次のとおりであり、その主なものは当

社の管理部門に係る費用であります。

 前第３四半期連結会計期間     42,474千円当第３四半期連結会計期間       37,180千円

 前第３四半期連結累計期間     134,516千円当第３四半期連結累計期間       122,717千円

４．会計処理の方法の変更

　前第３四半期連結累計期間

　（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」３．(1) に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日公表

分）を適用しております。なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。

　（連結財務諸表作成における存外子会社の会計処理に関する当面の取扱い）　 　　

　　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」３．(2) に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務

対応報告第18号　平成18年５月17日）を適用しております。なお、これによる損益に与える影響はありませ

ん。
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年８月１日　至平成21年10月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自平成22年８月１日　至平成22年10月31日） 

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメントの記載

を省略しております。 

 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年２月１日　至平成21年10月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自平成22年２月１日　至平成22年10月31日） 

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメントの記載

を省略しております。 

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年８月１日　至平成21年10月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自平成22年８月１日　至平成22年10月31日） 

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

　

前第３四半期連結累計期間（自平成21年２月１日　至平成21年10月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自平成22年２月１日　至平成22年10月31日） 

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年10月31日）

前連結会計年度末
（平成22年１月31日）

１株当たり純資産額 384.51円 １株当たり純資産額 339.61円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年10月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年10月31日）

 １株当たり四半期純利益金額 60.64円  １株当たり四半期純利益金額 59.57円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない

ため、記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年10月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年10月31日）

四半期純利益（千円） 303,183 297,852

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 303,183 297,852

期中平均株式数（株） 4,999,945 4,999,917

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった

潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

－ －
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前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年８月１日
至　平成21年10月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年８月１日
至　平成22年10月31日）

 １株当たり四半期純利益金額 14.63円  １株当たり四半期純利益金額 12.96円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない

ため、記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年８月１日
至　平成21年10月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年８月１日
至　平成22年10月31日）

四半期純利益（千円） 73,148 64,783

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 73,148 64,783

期中平均株式数（株） 4,999,945 4,999,896

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった

潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

－ －

　

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年12月９日

株式会社ＯＳＧコーポレーション

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 新免　和久　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中田　明　　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＯＳＧコー

ポレーションの平成21年２月１日から平成22年１月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年８月１

日から平成21年10月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年２月１日から平成21年10月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書につ

いて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四

半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＯＳＧコーポレーション及び連結子会社の平成21年10月31日現

在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期

連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

　　　　２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

株式会社ＯＳＧコーポレーション(E02065)

四半期報告書

25/26



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年12月９日

株式会社ＯＳＧコーポレーション

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 新免　和久　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中田　明　　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＯＳＧコー

ポレーションの平成22年２月１日から平成23年１月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年８月１

日から平成22年10月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年２月１日から平成22年10月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書につ

いて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四

半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＯＳＧコーポレーション及び連結子会社の平成22年10月31日現

在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期

連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

　　　　２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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